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ＩＴＣ名城クラブ 第 31 期 第 7回プログラム詳細 

文責：石川 恵悟（プログラム委員長） 

 

日時 2014 年 3 月 14 日（金） 10:30～12:30 

 

場所 ルブラ王山 

 

タイトル パネルディスカッション「果たして NO.1 は“文化祭”で、NO.8 は“ゼミ”

なのか？」 

 

所要時間の目安 70～80 分                       （最終  分） 

 

狙い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

進め方 

カウンスル NO.1 とカウンスル NO.8 の違いを、楽しく・おもしろく語り合

いながら、NO.1 のよい点を再確認し、また NO.8 の優れている点を今後の参

考にしていくことを目的とする。 

 

両者の違いを硬く議論するのではなく、会場も交えた活発なコミュニケー

ションの中で、普段とは違った視点（＝相対化の視点）を会員の皆さんに

提供したい。 

 

両カウンスルをよく知る澤登芙蓉様と加藤泰子様をゲストとして迎え、名

城クラブからは加藤裕子会員が加わり、計 3名のパネリスト。 

 

①パネリストを紹介した後、②各パネリストからの基調スピーチ、③司会

者誘導によるディスカッション、④会場からの発言（質問＆意見）、という

流れ。 

 

テーブルの配置は「スクール形式」 

 

プログラム 

リーダー 

石川 恵悟（司会進行） 

 

主な出演者 澤登 芙蓉様、加藤 泰子様、加藤 裕子（名城クラブ会員） 
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備考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

澤登 芙蓉 様 

・1982 年に ITC 入会（栄クラブ チャーターメンバー） 

・東京への転居により一旦退会の後、1990 年に名城クラブ入会 

・1993 年にカウンスル NO.8 へ移籍（横浜クラブ） 

・2009 年に退会されるまで、カウンスル NO.8 で書記、第一副会長、会長を 

歴任 

 

加藤 泰子 様 

・1985 年に ITC 入会（錦クラブ） 

・1995～2012 年にカウンスル NO.8 に所属（青山クラブ、東京クラブ、横浜 

クラブ） 

・1997～2004 年はカウンスル NO.1 と NO.8 の重複会員（青山クラブと錦ク 

ラブ） 

・2008 年にカウンスル NO.8 で副会長を経験（※当時は第一副会長と第二副 

会長に分かれていなかった） 

・2013 年より錦クラブに所属 

 

加藤 裕子 会員 

・1983 年に ITC 入会（名城クラブ チャーターメンバー） 

・クラブでは、第二副会長を除く全ての役員職を歴任 

・カウンスル NO.1 では、第二副会長を経験 

 

 

 

 


